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論文内容の要旨
本論文は，有機非品固体と分子性結晶における励起エネルギーの移動を，同一物質を用いて室温付




探索を行ない， 1 ， 3 ， 5- トリアリールー 2- ピラゾリン， 1 ， 3 ， 5- トリアリールピラゾールがそ
のような性質を持つ物質で、あり，かつ単結晶にもなることを見い出している。


























特に，著者は， 1 ， 3 ， 5- トリアリールー 2 ーピラゾリンがこの目的に最適であることを発見し，
この物質の単結晶 ガラスならびにエチレンー酢酸ピ、ニル共重合体とのプレンド系において，励起一
重項状態の移動効率がどのように異なるかを，蛍光消光の方法で測定している。その結果，一重項励
起状態の移動効率は単結晶とガラスとではすこぶる大きな差を示し，その差は 103 倍に達することを
初めて明らかにしている。また，高分子とのブレンド系においては，少なくとも 10%以上ピラゾリン誘
導体をプレンドした場合，一重項励起状態の移動効率は高分子の量によらないことも明らかにしてい
る。
これらの知見は，有機固体理論化学の基礎的立場のみならず，電子写真感光材料の実用的研究に対
しでも，寄与するところが大きく，有用な感光材料の物質探索に大きな指針を与えるものである。従
って，本研究は博士論文として価値あるものと認める。
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